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発 刊 の こ と ば

本市大字上北島裏山に古代遺跡が発見された。 rfi教育委員会は、 直ちにこのt地を購入し、

昭印33年夏から秋にかけ凋査を行なった。 現昭和39rf: の夏（こぱ筑後郷+史研究会々員、 八女地

方高校生、 中学生諸君の汗の結昌ともいうき古代住居 3戸が、 国道209月線の西200mに復元さ

れた。 1-3世紀の弥生逍称が筑後市には広大に分布しているに拘らず、 その多くが破壊、 妍

減されている現在、 この遺跡ぱ筑後古代史の生きた資料として認識を新たにすべきである。

この度、 発掘を担当された筑後市郷土史研究会岩崎光氏（福島裔等学校教諭）から、 胴査の

結果が報告されたので、 印刷に付し、 この裏山遺跡の調査報告を兼ね、 一般の活用に資するも

のである。 この資料が、 本市の歴史を知る上に、 又広くわが国の古代文化の研究l•こ寄与するこ

とに、 役立つことができるならば、 このうえない喜びである。

なお本書勾発刊にあたり、 この調査に多忙の中にもかヽわらず、 遠路この遺跡！こ足を迎ばれ

熱心なる指導を与えられた資源科学研究所和島誠一氏、 ならびに現地発掘から木内の発行まで

終始尽力をいただいた岩崎光氏に深甚の誠意を表する。

昭 和 4 1 年9月 1 日

筑後市教育委員会



筑後市裏山遺跡 低位段丘上の弥生式竪穴

, • 裏山遺跡の発見
・

昭和29年5月押製文土器（縄文弔期SG00-6000年前）が、城崎([i —氏の果樹園で発見され、

同年12月には九州大学教授鏡山猛、文化財保護委員森貞次郎両氏などによつて消跡の確，忍か行

なわれた。？底者ぱ発掘凋査を行ない、柱穴、敷石炉その他穀粒 、 波状、山刑、格子目文様を伽

した厚手押型文土閤と打製刻叶石沿、石架、石棒などを得た。

その後、毎年中耕に際し記録を読けて来たのであるが、正式発掘が行なえないため、充分な

整理約代が出来なかつた。昭和37年10月未、故坂木友蔵氏年来の念廂として裏山遺跡の正式発

（ 掘が計両され、筑後郷土史研究会の昭和37年度事業として取上げられに同年11月から38年4

月までは八女市亀ノ甲弥生遺跡調査と重なり、また例年にない降雪などもあり、正式の調査を

中止せざるを得なかつた。

38年8月初、長崎県多比良町先史遺跡発掘の途次、立寄られた資源科学研究所員和島誠一氏

が調査参加を引受けられ、ボ ー リング、 トレンチ、セクシヨンの観察など什店址調査に必要な

方法と、認識などについて適切な助言を与えられ、発掘涸査に芯手した。謹んで謝意を捧げる。

2. 遺跡の立地条件

遺跡の位置は、矢部川中流地域で、国鉄鹿児島本線舟小屋駅の北東1.5K、国道209号線の西

200mの地恨にある。洪積!!t末期（約3-4万年前） 111矢部川は激しく氾濫し、安山岩、鮎昌片

岩礫を押し流し、東の陪田、北西の野町、和泉などに点々と自然堤防、又は礫の推租屑を残し

た。その後阿蘇火山灰を母材としたロ ー ムが堆積した，その匝さは凡そ1 mlOである。表士よ

り黒色火山灰士酸(30cm)、黒褐色漸移土壌(27cm)、淡黄色ロ ー ム(60cm)その下唇は砂質

士嬢(47cm)、墓陪は礫となつている。

このように形成された地闇の拡がりは東西1如、西北600mの長方形、低位段丘で現在の矢部

川の北岸舟小屋温泉から北に続く尼島部落1:: 見られる所謂尾烏壌士と呼ばれるものであるC本

遺跡の北憐下段に位するこの水田も、この尾島壌土の続きである c 九州農業試験場菅野同士の

涸査によれば「暗褐マンガン斑が多く、母材は火山灰を主としているが、これは再積性のもの

で結呂片岩の小礫を含み粗砂をも含む。即矢部川沖桔物を混入している」となつている。

以上により明らかなように本追跡の翡盤fころ尾島壌土の形成期は、洪梢世末期から沖釈I仕ヘ

の漸移期が中心であり、旧矢部川の一 分流が緩やかに流れ始め、沼沢地がその周辺に広く拡が

つていたことが推察される。

縄文早期(5000-6000年前）に、住みついた人類は北側の段丘下の湧水叉ぱ矢部川の分流を

利用したものと考えられる。この朔水、分流の利用は第 2 次に竪穴住居を設定した弥生中～後期
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（約1900年前頃）も同様：こ行なわれ、矢部川周辺の低湿地では、 恐らく農耕水旧稲作が食生活

の董要部門となつていたのであろう。 そして矢部川本流が現在の流路をとるようになつたのは

古墳後期(1400年前と推定）に入ってからと考えられる。 （注1)弥生中期から終-�期にかけ

ての遺跡、住居址は、八女市から筑後市にかけて拡が1)、特に本遺跡を頂点にした西北西約2

加を底辺とした王三角形地域ぱ密となつている。 尚最近筑後巾立水田小学校南上北島の小台地

（閥度9 m)より、高さ1 1ば、 肩部に阻線と孤状文を施した板付式土沿の出たのが注目される。

本逍跡内部には拳大叉はその倍大の安山岩礫が約40-80個ほどが固まりをなして、10カ所程

点在し、表土下3QC11tの府から、深い所でぱ80cm面：こ見られる。 この礫は表面が削磨されて居た

り、またぱ剥；fて、り取れ易く、赤鉄鉱の検出されることから火を受けていることは確かである。

（九州農業土壌部検出）恐らく押型文土器を使用した縄文早期に持込まれ、第2 次竪穴住居設

定の弥生末期にも再びこれを使用したものであろう。

3. 昭和38年度調査経過

8月3日（金）睛 岩崎 光氏

和島誠一氏と遺跡淵査方法について打合せ、表土に出ている弥生式土即と念Ill文甲期押割文

土器との層序関係を明確にするため、南埜9こ沿うて東西に巾1mのトレンチを入れる。また

東西にJm間隔に線を引きポーリングを行なつて、ロ ー ム面の高低検し、トレンチのセクシ

ヨンと対比する必要がある。

8月4日（日） 1肝

和島氏、長綺県国見町多比良先史遣跡涸査のため現地を離れる。

岩崎光氏羽犬塚中学三年岩崎、消水両君遺跡の整地を行なう。

8月5日（月）睛 岩崎光氏 羽犬塚中学岩崎逸男君

東西の西端に枠を作り、 Jm問隔に糸を引き、発掘に先立ちド ー リングを試みた。岩崎常

明君セクシヨンを記録する。

現状に於ける裏山遺跡の所見

＠安山岩、円礫、赤く焼けた敷石 ’又は、組石炉と思われるな大、その倍大叉ば両面のすれた

石が見られる。

、3黒燿石、サヌカイト、娃石等の石府叉は石照と思われるものが分布している。

④柱穴が認められる。

3住居のプランは、長方形の竪穴らしい。

◎表土は火山灰質黒色土で、3Qcm又は所によつては4Qcm以上の匝さを示し、その中に紺文恥

期の押型文土甜が見出され弥生河手のltltlけ目文様のものが最も多く、土僻を通じて、紺文

早期、前期と弥生後期の生活の関係を把握しなければならない。
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以下要約することとする 。

8 月 1 5 日 （晴） 筑 後 郷土 史研究会 々 員 木 木 恵一郎氏の助 力を得 て 南境に 沿 い 、 東西 に 巾 I m

の ト レ ン チ を 入れ た 。 そ の 下部の変 化 は ど ん な に な つ て い るので あ ろ う 。 西端 よ り 1 m50 ま で

の間 は 表 土 ぱ 柔 く 70C111 で ロ ー ム 屑 に 達 し 、 そ の 東 5 m の 地点 で は ロ ー・ ム 屑 が 表土下 35cm ま で 上

つ て 、 5QC111 の 固 い 焼土の プ ロ ツ ク があり、 そ の プ ロ ツ ク か ら 以 東 5 m の 間 は 柔 く 掘り動 か さ れ

た土が、 表土か ら 8QC111 以 上 も 下つ て 居り、 最東端 2 m ぱ 、 ロ ー ム 層 が 上つて い る ことが判 明 し

た 。 西 よ り約 6 m 5Q ま でをA区 、 次 の 中 央 部を B 区 、 東 部を C 区と し、 各 々 を化 に 拡朝 し て 掘

り下 げ た 。 A区 に 於 い て は南壁 は 飛 上部 6 - 7 CIII は 帯 褐 色有 機土、 黒 色表土約3QC111の下 に 第 1

包 含屑 を辿 る こ とが 出 来 る 。 即 ら この層 に 弥 生 式土器片 、 刹文式押型文土僻 片 が 混 在 し て い る 。

更 に そ の下の 1 5-20C111の間 に 第 2 暦 が あ る 。 この第 2 層 は ト レ ン チ の西南角か ら 東 2 mの北 東

隅 で 斜 走 し 、 そ の 北 半 は 周縁 か ら の崩壌土が落 ち こん で 居り、 床 は 表 土下約70cm に あ る ことが

分つた。 この よ う に し て 竪穴 I 号の南壁 と そ の北側の床 面を 8 月 末 に 表 わす こ と が 出 来 た。 こ

の 際竪穴 I 号 が 、 弥 生 末 期 に 属 す る も ので あ ることが、 床面 に 密着 し て 出 土 し た ま り （食 器）

に よ つ て 炭 付 け ら れ た。 押型文土 器 の 破 片 は 南壁地表下45C111 の第 2 層 と 床 面の両 行 か ら 5 · 6

片 出土 し た 。

次 に ト レ ン チ A 区 南壁の f 点 （西 南角 よ り東 2 m の 地点） か ら 、 北北西 に e f の セ ク ン ヨ ン

を 作 つ だ 。 これ に よ り 、 竪穴 1 号 の 西の柱穴 （ 径20C111ヽ 深さ 1 m 5 ) とその 周辺の土器 の 軍 な

りエ 合 や 、 第 1 第 2 第 3の 3 層 を 明 ら か に 出 来 た 。

竪穴 I 号の南 壁 ぱ 屯 北 東、 西 壁 は 北 北 西 ：こ 向 つ て 長 行 形の竪穴 で あ る ことが 分つ た 。 8 月 末

に ぱ 竪穴 1 号 の 南 東 床 面 に は 厚 さ 8C111 東 西 1 m2Q、 南 北6SC111 に わ た る ロ ー ム プ ロ ツ クがあ る こ

とを 見 出 し た 。 こ こ は鮮 かな黄褐 色 で 焼 け て い た。 相 当 の 高温 で 金 属 を 熔融出 来る 程 度の も の

と推定 さ れ た 。 そ の中 に 径 1 QC111 、 8 C1/Iの柱穴状の穴とそ の他 5 個 の 椀状凹 みが あ つ た 。 炉 で あ

る こ とは 確 か で あ る 。 こ の 炉址の北隣 の 床 面から は 高 つ き を 出 し て い る 。

( 
竪穴 1 号の南 東外 壁 ロ ー ム は 、 ・ 東に 隣 接 す る 竪穴 2 号の西 外 壁 ロ ー ム 土を使用 し た も ので あ

・
る こ と が分つた。 ト レ ン チ 1 の北 の 東 西線a bed に よ る セ ク シ ヨ ン の他、 竪穴 1 号と竪穴2 号との

関 案を明らか：こ す ろ た め に 東 西 の ト レ ン チ に 対 し て 直 交 す る 南北 ト レ ン チ (g h • i j 線 に 囲 ま

る ） を掘つた c この断面を考察 すれ ば 、 竪穴 2 の床 面 は 地表 下8QCIII 以 上 に 及 ん で い る が 、 竪穴

I の外 窟 が I1 の 西 外壁 を 動 か し て い る 状 況 か ら、 竪穴 1 が 後 で 築造 さ れ た ことが 明 らかで あ る 。

9 月 上 旬か ら 竪穴 1 号の中 央 部 を ほ ぼ 東 北 東 、 西 南 西 へ 走る k I 線の断面を西か ら 記録 し た 。

福 岡 西 新町式 弥 生式土阻 に 相 当 する 弥 宅末期の浅鈴 、 高杯壼 の 他 黒濯石石 嫉 、石屑 、 サ ヌ カ イ

卜 府、 鉄 片 な ど が出 た 。

竪穴 1 号の北 半 は 9 月 中 旬 か ら 床 面 を 出 し 東 の 棟持住 と 、 そ の 西隣 の 炉が現 わ れ た 。 1 0 月 初

め に は 竪穴 1 号の北東部 に 床面 よ り25C111 以 上 も 高 く 東西の巾 1 m20、 南 北の長さ 1 m8Q の 一 区

（
 

が あり、 これ は 坐臥の場 叉 は の 寝台 し て 利 用 され て い た の で あ ろ う 。
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翌穴 II 号 の 綸 か く は 、 1 0 月 初 、 は つ き りで き た 。 ト レ ン チ の B 区 は 竪穴 II 号 の 南 壁 の 北 に 沿

う て 居 り 東 西 6 m 50の 問 ぱ 床面が地表下85cm 以 上 も 掘 下 げ ら れ て い た 。 この 竪穴 II 号の東側に

も 東 西 の 巾 1 m 20 、 南 北 ;,;) 長 さ 3 m 65 ! こ わ た り 、 '--K 面 よ り 1 0cm 乃 子: 1 5 、m 高 い 坐 臥 や 師 ！応 こ 利 月 ］

し た と 思 わ れ る 高 い 部 分が見出 さ れ た。 竪穴 は 住 居 が 2 府 と な つ て い た っ 下の 応 ：1 i を a と す れ

ば 、 そ の 上 に 3 - 4 Cnt ()) 灰 環色の有 機 士 が 挟ま り 、 そ の 上に ロ ー ム の 2 - 3 cm の q、・カ吋Jピ つ て あ

っ た 。 こ れ を II b と す る 。 II a は II b ょ り 挟 か つ fこ a 1 0 月 7 日 か ら 1 0月 末 ま で の 間、 硝 子 製 の

青 、 緑 色の 丸 小玉 1 7イ固 を II b 床 面 及 び そ の 疫台 と 思 わ れ る 束 す みの閥 い 地点 か ら 出 し 、 均穴 II

b の広 さ が確定で き た 。 —

1 1 月 2 日 以 降 、 竪穴 II b の 南限 を 明 ら かにす る ため東西走の ト レ ン チ か ら 再に南 l m 、 隣 接

畑 と の 境 界 ぎ り ぎ り ま で 掘 り 拡げた。 最後に竪穴 I 、 II との 関 係 を 、 も う 一 度 交 つ て い る 地域

で 考 え 竪穴 I が 1[ よ り 新 し い と し た 。 ま た 竪穴 I に 続 く 東側 で は 表 土 下3QC111から ロ ー ム 上面ま

で籍文式押型文土器の包含 層 が 東 西 巾 2 m 南北長さ 3 m に 亘つ て 拡が つ て いた。

1 1 月 3 日 （日 ） 晴

午 前 作業 人 貝 和 島誠 一 岩崎 光

街崎暢熙 （ 久留米大学） 、 岩崎逸 男 （ 羽 犬塚 中学）

1 .  竪穴 I の東南部の床面調査。

2 . 竪穴 II の西南角 の第 1 唐の焼土 プ ロ ツ ク を除 去 する 。

3 .  竪穴の南境、 II a の床而の整理。

午 袴 2 時 よ り 4 時 半 ま で

'! ャ'J崎逸 男 召 啜穴 II 中 央炉の 南 東 に て 丸 小玉 ナ ン パ ー 1 7を 出 す 。

8 九州 大 学助 手 小 田 宮 士 雄 、 学生石松、 宮 小路三氏 、 熊 本 県三 島 格氏の助 力 あ り e

④ 石 松 、 宮小路 は 略穴 I の南東 部 の 炉 の 形を き れ い ｝こ 出 す 。

＠ 三 島 は 竪穴 II の 東 隣 接 、 地表 下35C111 の押型文土器 単 純 出土地点を出 し てもら う 。

④ 小田、 岩綺 は 竪穴 I II ょ り の 出土の土器 型式、 北隣接の地 表 下20- 30cm 出 土 の 」 X 叩J 式

を 検討 す る。

昭 和38年 1 1 月 6 日 （ 水 ） 睛

作業 人 員 和 島 誠 一、 岩崎 光 岩崎朝子 ( !)、1、 木 高）

午 前 1 0時 よ り

筑 後 市 役 所建投課 2 名 ：こ 測覇 依頼。 北北束400 m 国 道209号 線 の 西 上松基点 よ り 高 度 を 出 し

、% 。 の平面 図 を 作 る 。

1 1 月 7 日 （ 木） 睛

作業 人 員 和 島誠一 岩崎 光

午 前 9時 半 よ り午 後5時 ま で
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和 島、 岩崎 で 竪穴 I 、 II の輪 か く と セ ク シ ヨ ンの点、 竪穴 II の南炉 を 実測、 補充 し た 。

岩 崎 は そ の後、 地区 3 の南東か ら 巾50cmの竪穴 II の 南 東 角 を 通 り 、 竪穴の南東壁 を 通 適 し

て い る 溝 を 掘 る 。

午 前 1 1 時

筑 後 郷土 史研究会員 右 田 乙 次郎氏。 調 杏 庶務連絡打合せのた め 見える。

和 島氏よ り

1 .  記 録の整 理。

2 .  上屋の 形 式 は 切妻造な る こ と 。

3 . 土 器の考察。

4. 土 器 の 整理 ，

に つ い て 助 言 を 与えられ る 。

午後 7 時 'F、 和島氏帰京。

4 .  縄 文 早 期 包 含 層 、 竪 穴 I . 1I . 三 者 の 相 亙 関 係

本遺跡の押型文土器包含層 ぱ 既 に 述べ た よ う に 黒 色火 山 灰壌土の表I: 下30 - 40C11げ） 地 聞 の 間

に 多 く 見 出 され る。 押型文土器 は 多 く 穀粒 文 を つ け て い る が、 縄文 早期の中 、 新 し い （ 約 5000

年前） • と 考え ら れ る 。 北 西 縄 文土 器 片 多 出 地 で は、 こ れ よ り 古い と さ れ て い る 狸型文土附

片が見 ら れる 。 こ れ は 竪穴 II 、 竪穴 I の 周 壁の外 側 の 表土下 ロ ー ム 秤 上 の レ ベ ル、 当 時 の 地 表

を 示 して い る 。 ま た 、 こ れ ら 押型 文土瑞 は 竪穴 II a、 II b 、 竪穴 I の床 面 か ら も 出 る が、 特 に 各

竪穴の 周壁部か ら 1 m 以 内 の地点 で 多 く 採集 さ れ た 。 こ れ は 割合 に 浅 い 羅文 早期の包含閉が、

竪穴の周壁 と して盛 り ヒ げ ら れ た た め で 、 こ の 付 近 に 残 さ れ た と 考え ら れ る 。

弥生末期 （約 1 700年 前） 第 2 次的に上の 生 活 面 を 約50cm ( 現 地 表 f85cm ) 掘 F げ、 東 阻 S m、

南北3 m 90の長方 形の竪穴 II aが設定せ ら れ た。 竪穴 Il aの柱 ぱ 間 隔2 m20、 東の は 径26cm 、 西 の

は28cm 深 さ は そ れ ぞ れ 床 面 か ら 45cm 、 35cm あ り 、 こ の竪穴 の 巾 央 に 、 炉 が 設 け ら れ た。 炉 は 束

（ 西43Cllt、 南 北40cm 深 さ25cm で、 長 さ約 1 5- 20C11lの楕 円 形 の 安 山 岩 で 囲 ま れ、 炭 屑 ； 灰 を 間に含

み、 凹穴の底部 及 び 周 辺 は 堅 く 、 赤 褐 色 に 焼 け て い た 。 南 に は 東 西 \ m、 南北5 1 cm、 深 き 25Cllt

の 長 月形の凹 地が あ り 、 中 心 は 深 さ 35cm あ る 。 炭 屑 と 長 さ20- 35cm 大 、 長楕円形扁平 な 安 山 岩

が東側 に 、 5 個 置 か れ ていた 。 砥石、 石臼 よ う の も の が あ るので 調 理場 と 考え ら れ る 。 竪穴 II

の高 い 部分 （寝台） は 、 竪穴 の 北西 部 に 東西 1 m70、 南 北 2 m20の 1 区 劃 を な し て 高 く 掘 り 残

さ れ 坐臥 と して用 い た。 東 と 西 に 径 1 3cm、 1 0cmの柱穴がある。 炉 の 西 縁 に は 厚 手のか め と 、 ま

りが箇 か れてい た。

次 に 竪穴 II b は、 II a 上の薄い 2 - 4 cm の 灰 黒色有機土 を 覆つ て 2 - 3 cmの ロ ー ム が 張 ら れ 、

北縁 部 は 5 度 の傾斜 で 上 り 、 薄 く な つて i肖 え て い る 。 竪穴 IT aか ら II b に 移 行 し た 時、 竪穴 は 北

方 と 東 方へ拡張 さ れ 、 柱 穴 も 移 動 し た。 東へ の 拡張地域 ぱ 疫台 と な つ た 部 分で、 巾 1 m20、 長

さ 3 m 65 で 、 床面 よ り 1 0- 1 5Cllt 高 く 、 外 見 ヒ、 明 確に台形 を 残 し て い る 。 竪穴 II b の南外壁 は 、
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本涸査地の外 側 と な り 、 図 に 示 され て い る よう に 南東部 ぱ 巾 J m、 深 さ 59Clll の 溝 が横切つて い

る 。 こ れ ば 弥 生 集 落の閑 涅の一 部が表 わ れて い る も の で、 東北東から西南西の 方 向 で 走つて 、

隣 接の葡 萄 園 に 続 いている。 そ して 葡 荷 園 を 過 ぎ り 、 東 北東矢部川低湿地 に 洒 じ て いる排 水 溝

であろう 。

竪穴 II b と II a と の 喧 な りは 、 上、 下J') 閉 係 ；こあ り 、 両 者の間 に 挟 ま る 薄 い 有 機 上 の 拡が り

は、 竪穴 II a の最小 限 度の拡がりを示 す こ と に な る わ け で あ る 。 北西歴 に 近 い 部分 は、 有機 質

ぱ 含 ま ず、 長 さ 1 m40、 巾80cm、 裔 さ40虚 ほ どの く ず れ 落 ちた ロ ー ム があつて、 そ れ が また竪

穴 I の東外壁を な していた と 思わ れ る 。 ま た 竪穴 II a か ら IT b に拡張した際、 北側 に 巾60cmか

ら 80cmの張出 しが行 わ れ た 。 こ こには 3 個の凹穴 が 掘 ら れ て あ り 、 中 央の穴 には完 全 に 近 い か

めが、 中 に 入れ た ま ま 放置さ れて いた。

前 に も 述 べたが、 竪穴 II a と IT b の範明の識 別 は、 IT b 床 面 に 現わ れ た 丸 小 玉の拡が り に よ

つ て も区 別 さ れ る 。 すなわ ち 丸小玉ぱ、 竪穴 IT b 床 而 と 東の寝台 上か ら 見 出 さ れたの で あつ て 、

この点 か ら II a の 時 期 に は 東の寝台 は 殺 け ら れ て い な かつ た こ と が、 明 確 であ る 。

次 に 竪穴 IT b と 竪穴 I の 関 係を 考 え る と 前述のよ う に、 竪穴 II b の西壁は竪穴 I が設 け ら れ

た 時に 、 け ず り と ら れて お り、 竪穴 I の 東 外 壁 は IT b の西壁 に 沿つ て 崩れ 然 ら た ロ ー ム を 用い

て い た 。 竪穴 II b と竪穴 I の交 叉地域 で は、 竪穴 IT b と I の床面の高 さ の 上、 下 関 係 は 殆 ん ど

不 明 で あるが、 こ こから離 れ て 中 央 （こ 行 く ！こ 従 い、 竪穴 I の床 の 店 さ よ り 竪穴 II b の床の腐 さ

が 1 0 cm 程 深 :.·、 こ と が 分 る 。 すなわ ち 中央 蔀 で は 前 者は、 高 度1 0 m 75、 後 者は 閻 度1 0 m 64で あ る 。

以 上 ！こ よ つて 竪穴 IT b を こ わ し てか ら 啜穴 I を設 け た こ と が 明 らか で あ る。

5 .  竪 穴 内 部 の 構 造 家 屋

竪穴 I の 主柱 で あ る棟 持柱 は 東 、 西 に 2 本 あ り 、 間 隔 3 m 60、 東柱 ばそ の 叫点 を30cm 掘 り 下

げ た 。 凹穴は東西50 '.:111、 南 北9Q c111 に わ た り 、 こ の 穴 に 続 い て 西隣 に 東西60渾、 南 北 50直 の 凹 穴

が 続 い て 1 5 - 25 c111 大の安 山岩礫がと り 囲 ん で い た 。 柱 の 径 ぱ 25cm、 底 は 床 而よ り 40cm 深 かつ

た。 西柱は径28Clll で 床 面よ り 底まで 53C111、 周 囲 は 東 西90 cm、 南北80cm を 深 さ 20 cm に 掘 り 、 さ ら

に柱 を 中 心 に 径50cm に 円 ＜ 深さ37cm に 掘 つ て い る 。 こ の 二の主柱 は 周 囲の形状が 枡根で 多 少壊

わ れ、 変 形してい る が、 大 体家屋築造 の 際 に 掘られ た も の と 考 えて差 支えあ る ま い。 上 に 述べ

た よ う に 両 方の柱 と も 、 外 側を 凹穴が囲 ん で い た 。 そ の 問 蹂 部 ぱ 安 u 」 礫 及 び壼、 高 杯、 浅鉢 が

重 な り 、 有 機 質土壌 がつま り 、 炭 屑が点 在 し て い た 。 こ の 柱 の I闊 ぱ ふ み 固められ て お り 、 居 閻

の中 心 部 で あ つ た こ と が 考 え ら れ る 。 土器 に は 蓋 ( N 20 、 N 2 1 ) 、 浅鉢 (N 98) 、 •高杯 (N 1 

9 、 N 1 00 ) などが あ り、 黒燿石、 石英 の 石屑 な どが ] Qcmか ら1 5Clll も あ る 厚 い 黒色有機土壌の問

か ら 出 土 した 。

前述の 通 り 竪穴 II a の東西 両柱 ぱ 東 の は 径 26 cm、 西の は 径 28c間で 間 隔 2 111 20、 深 さ 各 々 は45
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C11I 、 35C11l で 東西 5 m 、 南 北 3 m 90 の 長 方形 プ ラ ン 、 北 西 に r [J 1 m 7Q、長 さ 2 m l Oの寝台と 考 え

ら れ る床面 よ り 高 い ロ ー ム の地域が 見 られ た。 II b は 東 に II a 床 面 よ り 10cm 以 上の高 い 台 地 巾

1 m l 0 - 20 、 又 北 方 に は 約5QC11l を 拡げ て つ き 出 した。 そ の た め竪穴 は、 東西 は 6 m 2Q、 南北4 m

40の 長 方 形の プ ラ ン と な った。 柱 も rr a の東柱 よ り 東南東へ80cm移動 し 、 西柱は柱穴だ け の 長

さ 北 に 寄 つた。 従 ってrr b の 上屋 は II aの そ れよ り 東西 に 長 く な つて 居 り 、 叉 高く な っ た わ け で

あ る。

竪穴 I ば 往 の 間 隔 3 m 6Q、 柱 の 径 ：よ 25、 28cm で 柱 の 底 は 床 而 よ り 40、 53sm i]) 深さ に あ り 、 東

西 6 m、 南 北 3 m 6Qで、 こ れま た 大規 模な 長 方形の竪穴 と なつた。 西柱の 太 さ は 堂 々 た る も の

で あ ふ 小 住 は 4 関 の 他 中 間 に も 全 部で 8 本 は わかつた 。 以 上竪穴 I 、 II は 弥 生 末 期の家 用 の

例 と し て 棟 持柱 2 本を主柱 と す る 切妻造が 想定され、 筑 後 地 方 の 原 始 古 代 住 居 が 明 ら かに さ れ

た。 そ れは 家 型埴 輸 や 石 人 山 古墳の家型石棺 に見られ る 豪族階紐の住 居 の形式と通 ず る も の で

あ る と と 考 え て い い 。

6 .  出 土 品 (-) 石 礫

こ の遺跡の西隣の 果 樹 園 に は サ ヌ カ イ ト 大塑 象り 片、 205個 集 つて出 た 黒燿石塊、石錦 、 石府

安 山 岩 礫 利用 敷石、 石錘 、 石棒 な ど石器類 は パ ラ エ テ イ に 宮 ん で いるが 、 今 回 調査に は 、 石器

関 係と 見 ら れ る も の は 稀 で 、 石屑 が 多 く 、 石錨 5 個石錘 2 個 、 局部磨製石斧 1 個石庖丁片 な ど

が 出 た 。 （写真 3 )

石 党は刺 文 早 明押 型 文 土器 に 伴 う ものと 、 竪穴 II、 I の弥 生 末期 に 伴 う も のに 分 け ら れ る。

咆穴 I の 外 墜 の 北東縁、 東柱穴 の 東 凹 穴斜 面 、 竪穴 II 中 央炉 の 西 南60cm か ら 出 て い る石銑 3個

は 、 黒摺石製で柄 に つ け る 部分 は か り 股 を な し、 鋭 利 で あ る 。 こ れ は 羅文 早 期 に 相 当 するもの

と推定 さ れ る 。 竪穴 II の 西 南 と 南炉の北縁からは 、 サ ヌ カ 、 （ 卜 製柳葉型のもの3個他破片数個

が 出 て い る が 、 弥 生 末 期 ：こ 相 当 する も のであろ う 。 （ 図 面5)

（ 右の他 翌 穴 I の西壁近 く の 第 I 、 II 暦 及び床 面 東壁近 く の第 I 、 II 層 及 び床 面 ； 竪穴 II の南

陸近くの第 I 、 II 及 び床面に 多 数 の 黒燿石、 少数の石英石屑 を 含 ん で い る。 竪穴 II 東隣 表土を

怜 い た ロ ー ム 屑上、 竪穴 I の北東、 北西、 南壁 に は 黒燿石石屑 が 多 い が、 こ れ ら は 何 れ も 押 型

文 土 器と 共 存 し て 紺 文 早 期 の も の と考 え ら れ る っ そ の 他焼かれている局罹磨製石斧、 石錘 は 網

文 期 に 入れ 、石庖丁は弥 生期 に 入れ る のが 普通 である 。

p) 土 器

竪穴 II 、 I の周 緑 及 び外 窒 に 近 い 竪穴 内 部床 而 に 押 型 文土器が 出 て いる。 （写爽 4 ) 竪穴 II

b 呆隣 で ぱ 、 地 表 下35cm /こ単 純 出 土 地域がある。 文様は穀粒文が 多 く 、 山形文が稀 に 出てい た

特 ： こ 大穀粒文 は 大 分県 国 東 半 島 早水台、 香川県小腐島、 和 歌 山 県 田 辺 市 麻 山 寺 印 土の押 型 文 土

器 と 文 様 が 共 通して、 顧 戸内 海域と東西交渉のあつ た こ と を示 すもの であろ う 。 （約5000 年 前
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と 推定 さ れ る 。 ） 竪穴 II の上明 の 概 苫L さ れ た 土 と 、 そ の北 縁 か ら は 約 1 900年前の弥生 中 ～ 後 期

以降の 士 器 は 物 す こ く 多いが 、 縄文期 [Y:.J 係 の 破 片 は 割合 に 少 な い。 そ の 中 で 径20cm 、 高 さ 25cm

、 原 さ 8 mm と 思定 さ れ る 押 型 文 七 器 （西隣地域で 出 土 し て い る も の か ら trn定 出 来 る ） の 市 咋 が

出 てい る 。

次 に 弥 生 式 土 器 ： こ つ い て 述べ る と 、 平 頂 形 の 突帯 （ 下 底の巾 2 . 4 cmの梯 形 ） に刻 目 が施 さ れ

て い る 中 期土器 片 、 （図 面4の2) 弥 生 中～ 後期の型式 と 思 わ れ る 術底片 は 、 本 追 祢 の 北 西 部 か

ら 出 て い る 。 竪穴 I 、 II から 出 た 弥生末期の主 な る も の を あ げ みて よ う 。 竪穴 II a の 南炉 の

西辺か ら 出 た 2 個 の か め 、 ま り （椀 よ う の食 器 ） が あ る 。 竪穴 II b の北 壁 ！こ 近 い 中央凹穴か ら

出 た か め ぱ 、 II a の南西か ら 出 た か め と 型式 は 、 ほ ぽ類似し て い る が、 前 者 は 厚 手で底が広 い

II a と TI b の 時 代の差 を 示す も ので あ ろ う 。 （図4の78) 竪穴 rr a 出 土 の 底部が外 側 に 向 つ て

い く ら か ふ く ら んで い る 土器 片 は 、 西 新 町式 で 弥 生末 期 に 属す る 。 竪穴 II b 、 喉穴 I も 、 福 岡

市 南 祁 雑 鉤 隈 、 仝 市 西 祁 西 新 町 よ り 出 土した土器形態 と 軌 を 一に し てい る ので ｀ 竪穴 II a、 IT b 

、 I と 弥 生 末 よ り終 末期 の 順 序 で 絹 年 さ れ る 。 竪穴 Il b 、 竪穴 I 出 土の中 に は 土師 ま で 下 る と

思われ る �N O . 1 00) 高 つ き も あ る 。 （図4の1 1 ・ 1 2 ) そ の 他竪穴 II 、 I で確 認 出 来 た 壼 、 か め

鉢、 まりな ど も あ る' 。 (図 4 の1 3) そ の 他 床 面の上層 叉 は 表 土に近い攪乱隔 よ り 西新町式 に 入

る 壼 、 か め 、 高 つき、 長 首 か めの破片が 多 く 出 た 。 押型 文が 今 後 の 調 査 予定地の北、 西、 東の

周 縁 部 に 固 ま つて 出 る こ と は ｀ 縄 文 早期 と 弥生 中 ～ 後 末期の住 居 の 璽 な り を 示す も の と し て ft

目 す べ き 問題 を 持つてい る 。

弥 生 中 期 の 型 式 を 残 す突帯のめ ぐ つ て い る か め 、 土 師 常 に 入 る 脚 部 に す か し を持 つ た 高 つ き

な ど を 考 え 合 せ て 、 裏 山 遺跡 の 弥 生 時 代の上限 と 下限 は 2 世紀 から 4 世 紀 に か か る も の と 考 え

ら れ よ う 。 以 上の如 く 西 新 町式 土 器 が 多 い 力火 本遺跡独 持の も の も 近 い 将 来 検 出 さ れ ろ 可能性

が あ る の で は な い だ ろ う か c

（三） 丸 玉 そ の 他

1 0 月 7 日 ｀ 九州 大
‘
芹院 主 久 保 山 教 苦 氏 が 竪穴 II の中 央 炉の南 西8Q C11l、 II bの床 面か ら 直 径 3

11I震 の 青緑 色の丸小玉を 発 見 し て から、 発 掘終 了 ま で 平 面図 に 表 わ し た よ う に 1 7個の丸 小 玉 が 出

た ， 材 質 ぱ 硝 子 で 大 蹄 よ り 輸入した も の で あ ろ う 。 鉄 片 ぱ 竪穴 I の 北 壁、 東壁近 く の床 西 か ら

出 て い る 。

7 .  結 ぴ

筑 後 市 友 山 直旅 よ 洪 即it 末 期 約 30000年前 、 旧矢 部1 1 1 の 低位段 丘の 安 山 岩 を 中 心
｀

と す る r�� 1r·i

が堆 積 し て 自 然是 坊 が 出 米 た 。 現 在 高 度 ! O m 。 そ の ヒ に 再積 し た 阿蘇系火 山 灰土嬢 。 そ こ に 束

西 1 0Q m 、 南 北 70m iこ 及 ぶ 細 文 早 期 （約5000 年 前）の集 落が 出現 し た 。 当 時北を流 れ て い た 矢

部川 分流ぱ台地の辺 縁 に あ る 湧 水 と 共に 、 川で は 漁榜、 周 辺 の 台 地 で は 狩猟が 行 な わ れ て い た

- 8 -



時 代、 こ れらの水 は 、 生活 に 必須 の 飲 料 水 と し て 利 用 せ ら れ て←い た ので あ ろ う 。 叉 黒燿石、 石

英 製 の石鏃、 打製 ス ク レ ー バ ー な ど は 狩 猟 用 貝を物 酒 り 、 石錘 は 漁網 と して 用 い ら れ た の で あ

ろ う9。 焼石は 炉を囲み 、 黒 色 有機質 土 は よ し 、 あ し な ど の敷 か れ た 跡 を 意味す る ので あ ろ う c

こ れ ら 5000 年 前 の 絢 文 時 代 集 洛が 自 然的原 因 か 、 人 為的 原 因 で此処 が 廃滅 に 帰 し た 後弥 生 式 中

期 末 （ 約 1 900 年 前 ） 再 び こ こ に 居 を 構 え、 生産場 を 設 け た。 北 及 び 西の矢部川 に 沿 う 低湿地 で

水 田 農 耕 が 党 ま れ た。 多 数 の 食 甜 や 貯蔵 用 壼、 高 つ き は 、 こ れ を 物 訊り、 堂 々 た る 切妻造の D:

居 は 、 この 大集落の リ ー ダ ー の出現を示す も ので あ る 。 裏 山 集落の北西 隣の筑後市水 田 区 一術

に は 中 ～ 後 期 の 集落が拡が つ て い た のであ っ た。

竪穴 II 及 び I に 示 さ れ た 坐臥用台 地 付の規 模 雄 大 な 長 方形 プ ラ ン は 九州地方 で は 最近 弥 生 中

期 か ら 後 期 に 相 当 す る 熊 本 県 玉 名 市 下川原遺跡 （ 玉 名 高 校 田 辺哲 夫） 、 筑後地 方 で は 福 岡 県三

井郡 小 郡 町 南 崎 （ 九州大学久保川 教 善） が発 掘調査 さ れ 型式が類似 してい る 。 坐 臥 用 台地を持

つ て い る 古墳時 代 の 同 型式竪穴 住 居 は 埼玉県五領 遺跡 で 学 界 に 紹 介 さ れ て い る 。 上屋 が 切 妻造

で あ る こ と は 、 家型埴 綸 な ど と 類似 し て 弥 生 中 期以降 こ の型 式が 表 わ れ た こ と に 堕 要な意味を

持 つ 次 第 で あ る 。

ま た 竪穴内 部から硝子製 丸 小 至 1 7個を 出 し た と い う こ と は 、 筑後、 八女地 方 で は 最初のこ と

で あ る し 、 • この点から、 大陸との交 渉を考慮 さ れ る こ と にな る 。 竪穴 I から 鉄片 2 個 を 出 して

い る 。

閻 阻 に 残 る 焼石 は 椰文 早 期 に 炉組 、 又 は 敷石と し て 使用 し たが、 そ の後 第 2 次弥生 中期以 来

の 住 居 内 部 に も 用 いた と考 え る のが 当 を得 て い る で あ ろ う。

日 本 原 冶 古 代 史 の 問 顎の焦点 た る 邪 馬 台 国の卑弥呼 出現前 役 に 相 当 す る 逍 跡 は 、 筑後川以 南

特 ！こ 筑 後 市 南 西部 に 広 く 発 見 さ れ て い る の で あ る 。 裏 山 遠跡の弥生 式 住 居 の 規模、 型 式 は 従来

論 ぜ ら れ 叉 予 想 さ れ て い た も の と 異 な る も のが あ る 。 尚 弥 生 式 集 落 の 環 浬 は 福 岡 市 比 恵逍跡な

ど 、 す で に 報ぜ ら れ て い るが、 裏 山 遺 跡 で は 集落の内 祁を ほ ぼ 東北 東 か ら 西 南 西の 方 向を以 つ

て 、 4 条以 上の も のが 通過 し てい る 。 こ の 東 西 300 m 南 北70 m 以 七に 及 ぶ 大 集落 は 周辺の集 落

と も 関 連があ り、 こ の中 に 族 艮 と 言 わ れ る 権 力 者が居 た の で•あ ろ う 。 昭和37年 夏から38年初 に

かけ て 行 な わ れ た 八女 市 亀 ／ 甲 追 跡 涸 査 に 於 て 弥 生 初 、 中 期 の 集落 と 弥 生 中 、 後期の墳盛群 を

詳 ら か に 出 来 た 。 今 次 の 調 査 を 含 め 、 八 女 、 筑 後 地 方 の原 始 古 代 の 住 居址、 集落跡の貴重 で あ

る こ と を 切 実 に 痛感 し た。 第 一 次の調査の結 果 竪穴 I 、 II の プ ラ ン と そ の 上屋の形態 を 復 元 出

来 た こ と も 大 き な 収 穫 で あ つ た。 昭 和 4 1 年8月 初以 来弥 生 中 ～ 後 期 :J) 長方形竪穴5 号 を 発 掘 し床

面 よ り出 た 土器 、 石器 、 丸小至 な ど 計測復元中 で あ る が 、 こ の結 果 は 近 日 追 加す る こ と と す る 。

参 考 注 1 . 「八女市 上妻弥 生 後 期 の 集団 禁地」

文 献 2 .  八女 史学 1 号 「筑 後 市 褒 山 追跡 中 間 報 告」

3. 福 岡 県高校歴史 部 会 1 号 「裏山追跡調査報告」

4 . 八女 市教 育委 員 会 「亀 ノ 甲遺跡」
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